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製品をご使用になる前に必ずお読み下さい

 
この度は弊社製品をご購入頂き誠に有難うございます。 
はじめに、必ず本紙と取扱説明書をお読みご理解した上でご利用ください。 
本冊子はいつでも見られる場所に大切に保管してください。 

【ご利用にあたって】 
1. 本製品のデザイン・機能・仕様は性能や安全性の向上を目的に予告なく変更することがありま

す。 

2. 本製品は著作権及び工業所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。 

 

【限定保証】 
1. 弊社は本製品が頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、付属の取扱説明書に記

載された動作を保証致します。 
2. 本製品の保証期間は購入戴いた日から１年間です。 

【保証規定】 
保証期間内でも次のような場合は保証対象外となり有料修理となります 
1. 火災・地震・第三者による行為その他の事故により本製品に不具合が生じた場合 

2. お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用で本製品に不具合が生じた場合 

3. 本製品及び付属品のご利用方法に起因した損害が発生した場合 

4. お客様によって本製品及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

【免責事項】 
弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許権侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明

示・黙示に拘わらず一切の保証は致し兼ねます。また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や

製品の使用方法に起因する損失金・費用には一切責任を負いません。損害の発生についてあらか

じめ知らされていた場合でも保証は致しかねます。 

本製品は「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客様がその結果に一切の責任を

負うものとします。弊社は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。 

保証は最初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、お客様が転売された第三者には適用さ

れません。よって転売による第三者またはその為になすお客様からのいかなる請求についても責任

を負いません。 

本製品を使った二次製品の保証は致しかねます。 

製品をご使用になった時点で上記内容をご理解頂けたものとさせて頂きます 

ご理解頂けない場合、未使用のまま商品到着後、１週間以内に返品下さい。代金をご返金致します。尚、返品の際

の送料はお客様ご負担となります。ご了承下さい。 
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概要 

本製品はルネサステクノロジ社 SuperH Solution Engine 対応の CPU ボードです。 

Solution Engine ベースボード MSSCBB01 等と接続してのご利用や、単体でも SRAM・Flash Memory・

RTC 搭載ボードとして全モードの動作が可能です。 

特徴   
z ユーザープログラムは拡張した高速ＲＡＭで動作可能 

z ＣＰＵ内蔵ＲＯＭは F-ZTATTM オンボード書き換えツールが使用可能 

製品内容 
CPU ボード HSB7065SE 1 枚 モニタ・サンプルソフトＦＤ 1 枚 

取扱説明書（本書）  1 部 ＤＣ電源ケーブル 3.3V／5V 各 1 本 

CPU ボード仕様   
実装 CPU SH7065F（HD64F7065F60A FP-176） 

 CPU 内蔵 ROM 256KB  内蔵 RAM 8KB 

クロック 最大 60MHｚ動作可   ※実装クリスタル 14.7456MHz 
※クロック動作モードをモード３でご利用の場合、外部バスクロックが許容範囲を超え

ますので、モード３ご利用の場合は、クロックを交換して下さい。 

動作モード 全モード動作可能 

拡張 Flash Memory 128KB （８ビット バス幅） 

 アクセスタイム 150ns 5 ステートアクセス 
 LE28CW1001DTS-15（サンヨー） 

拡張 SRAM 1ＭＢ（３２ビット バス幅） 4Mbit（256k×16bit） 

 アクセスタイム 15ns 2 ステートアクセス 
 R1RW0416DSB-2LR[HC2]（ルネサステクノロジ） ×２ 

RTC アクセスタイム 295ns 9 ステートアクセス 
 RS5C62-E2（リコー） 

電源 +3.3V または+5V のいずれか一方 

バッテリーバックアップ 拡張 SRAM 及び RTC 
 使用バッテリ ML2032T6（日立マクセル） 

RS232C I/F 2CH（ＣＰＵ内蔵ＳＣＩ） 

 レベル変換ＩＣ ＭＡＸ562 または互換品使用 

Solution Engine I/F コネクタ 140P KX15-140K4D1（JAE） 

F-ZTATTM I/F コネクタ 20P FL20A2MA（OKI 電線） 

デバッグモニタソフト 出荷時 CPU 内蔵 ROM へ書込み済（付属ＦＤにて添付 FILE:MONITOR.MOT） 

ボード寸法 128×114.5（㎜） 

 
モニタソフトについて 
出荷時に簡易モニタ「MONITOR.MOT」を CPU 内蔵 ROM へ書込み済みです。通信ソフトを使用して拡張 SRAM への

プログラム転送やダンプ、メモリ内容の表示等が可能です。MONITOR.MOT は RXD0・TXD0 を使用します。

J2RS232C(ch0)を RS232C クロスケーブルで PC の RS232C ポートへ接続してご利用下さい。RS232C クロスケーブ

ルはユーザ様にてご用意下さい。ご利用に際しては、Windows での通信ソフトを使用します。本紙では Windows 標準

添付の HyperTerminal を例にご説明しております。 
 
尚、ＣＰＵ内蔵 ROM へユーザプログラムを書込まれる場合、ブートモードでの書込みはＣＰＵ内蔵 ROM が全消去され

ます。再度 MONITOR.MOT をご利用戴くには、再度オンボードプログラマ等にて付属 FD 収録の MONITOR.MOT を

書込んでご利用下さい。 
 
参考ソフトについて 

FLASH domo.c 
J2 RS232C(ch0)からデータを入力し拡張 Flash メモリに書込むプログラムです。付属の MONITOR.MOT 上での動作用に

作成されています。実行時はＧコマンドで 8000400 番地から実行して下さい。書込まれたデータはＤコマンドで 4000000 番地

をダンプすることで確認できます。 
LED domo.c 

ボード上のＬＥＤを点灯させるプログラムです。付属の MONITOR.MOT 上での動作用に作成されています。実行時はＧコマ

ンドで 8000400 番地から実行して下さい。 
RTC domo.c 

J2 RS232C(ch0)からリアルタイムクロックのデータを出力するプログラムです。付属の MONITOR.MOT 上での動作用に

作成されています。実行時はＧコマンドで 8000400 番地から実行して下さい。 

HSB7065SE  
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ブロック図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボード配置図 
 

 
 

＜電源について＞ 
ＤＣ電源入力は+５Ｖまたは+３．３Ｖのいずれか一方のみを入力して下さい（P.4 電源入力について参照） 

ベースボードとの接続について 
SolutionEngine ベースボードとの接続では本ボード裏面 140P 
I/F コネクタにて接続してご利用下さい。接続時には接続向きを確

認し、最後までしっかりと接続下さい。 

注意！ 
ベースボードとＪ１コネクタにて接続時は、Ｊ７コネクタ内の重複する信号は使用できません。 ※コネクタ信号表参照 

J2

RS232C

J3

RS232C

J5

F-ZTAT I/F

J1
EXP BUS

J7 J8 J9 J10

CPU
SH7065F

14.7456MHz 電源は+3.3Vまたは+5V

ROM FLASH
128KB

SRAM
1MB

RTC 32.768KHz

RS5C62

3V

CS1

CS2

CS3

ベースボード     KX15-140K5D1（JAE）

J1 KX15-140K4D1（JAE）

HSB7065SE
側面

Ｊ２ RS232C CH0 Ｊ３ RS232C CH1 

Ｊ５
F-ZTAT

Ｉ／Ｆ(20P) SH7065F

Ｊ８ 
Ｉ／Ｏ

Ｊ７ＣＰＵ拡張バス Ｊ１ SolutionEngine ボード Ｉ／Ｆ （背面） 

Ｊ９

Ｉ／Ｏ

Ｊ４

ＤＣ電源

+５Ｖ

ＳＷ１ 
評価用 

ＳＷ２ 
RESET 

Ｊ６ 
ＤＣ電源 
+３.３Ｖ 

 
Ｊ19 
Ｊ18 
Ｊ17 
Ｊ15 
Ｊ14 

ＳＷ３

モード切替

Ｊ１３
Avcc

Ｊ１２
RAM
切替

Ｊ２４

Ｊ１１

Ｊ１０ 
電源 
切替 

ML2032T6 

評価用
LED
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ジャンパピンの設定 

Ｊ１拡張スロットでベースボードボードまたはＪ７－１０の各コネクタより拡張したボード等へとご利用に応じて

下記ジャンパで信号出力先を切り替えます。  ※各ジャンパの番号等については以下の各項をご参照下さい。 
信号名 ジャンパ  

1-2 番ショート Ｊ８ 拡張コネクタへ ＴＸＤ0・ＲＸＤ0 
 

J14・J15
2-3 番ショート Ｊ２を RS232C として使用 
1-2 番ショート Ｊ８ 拡張コネクタへ ＴＸＤ1・ＲＸＤ1 J16・J17
2-3 番ショート Ｊ３を RS232C として使用 
1-2 番ショート ベースボードで使用時 ＊ＣＳ１ 

 
Ｊ26 

2-3 番ショート Ｕ７ FlashMemory 使用時 
1-2 番ショート ベースボードで使用時 ＊ＣＳ２ 

 
Ｊ25 

2-3 番ショート Ｕ６・Ｕ９ ＳＲＡＭ使用時 
1-2 番ショート ベースボードで使用時 ＊ＣＳ３ 

 
Ｊ27 

2-3 番ショート Ｕ１２ ＲＴＣ 
出荷時設定 

ＴＸＤ、ＲＸＤ 
ＣＰＵのＴＸＤ０、ＲＸＤ０を、RS232C としてＪ２ 
ＤＳＵＢ９ピンコネクタで使用する場合は、Ｊ１

４、Ｊ１５の２、３番ピンをショートします。拡張

コネクタＪ８で使用する場合には１、２番ピンを

ショートします。 
 
ＣＰＵのＴＸＤ１、ＲＸＤ１を、RS232C としてＪ３ 
ＤＳＵＢ９ピンコネクタで使用する場合は、Ｊ１

５、Ｊ１６の２、３番ピンをショートします。拡張

コネクタＪ８で使用する場合には１、２番ピンを

ショートします。 
 

フラッシュメモリ 

ボード上のフラッシュメモリ（Ｕ７）を使用すると

きは、右図のようにＪ１１の２、３番ピンをショ

ートします。１、２番ピンをショートした場合は、

拡張コネクタＪ１、Ｊ８にＣＳ２信号（Ｈ’４００００

００～Ｈ’７ＦＦＦＦＦＦ）を出力します。 
 
 
 

ＳＲＡＭ 
ボード上のＳＲＡＭ（Ｕ６・Ｕ９）を使用するとき

は、右図のようにＪ１２の２，３番ピンをショート

します。１、２番ピンをショートした場合は、拡

張コネクタＪ１、Ｊ８にＣＳ２信号（Ｈ’８０００００

～Ｈ’ＢＦＦＦＦＦＦ）を出力します。 
 
 
 

リアルタイムクロック 
ボード上のリアルタイムクロック（Ｕ１５）を使用

するときは、右図のようにＪ２４の２，３番ピンを

ショートします。１、２番ピンをショートした場合

は、拡張スロットＪ１、Ｊ８にＣＳ３信号（H‘Ｃ００

００００～Ｈ’ＦＦＦＦＦＦＦ）を出力します。 
 

J2 RS232C J8 拡張ｺﾈｸﾀ

3    2    1

3    2    1

J14 RXD0

J15 TXD0

3    2    1

3    2    1

J16 RXD1

J17 TXD1

3    2    1

3    2    1

J14 RXD0

J15 TXD0

3    2    1

3    2    1

J16 RXD1

J17 TXD1

U6･U9 SRAM *CS2

J12 CS2

J1 拡張ｺﾈｸﾀ

1    2    3

J12 CS2
1    2    3

U7 FLASH *CS1

J11

J1 拡張ｺﾈｸﾀ

1    2    3

J11
1    2    3

U15 RTC *CS3

J24

J1 拡張ｺﾈｸﾀ

1    2    3

J24
1    2    3
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電源入力について 

ＤＣ電源はＪ４（３Ｐ）及びＪ６（2P）の一方のみ加え

ます。Ｊ１０をショートした状態で DC+5V 及び

DC+3.3V の双方に電源を入力するとボードを破損

します。 
 

ＤＣ電源入力 5V で使用する場合 
Ｊ４ 3PにＤＣ+5V電源を入力し、Ｊ１０をショートさせ

ると VCC は、ボード上のレギュレータにより供給さ

れます。 
 
 
 

ＤＣ電源入力 3.3V で使用する場合 
Ｊ６ ２P にＤＣ+３．３V 電源を入力し、Ｊ１０をオープ

ンさせると VCC は、Ｊ６より供給されます。 
 
 
 

AVCC の入力 
Ｊ１３をショートさせると、ＣＰＵの AVCC は、

システム電源（＋３Ｖ）に接続されます。 
 

 
 
 
 
 
 

ディップスイッチの設定 

ディップスイッチでは、ＣＰＵの動作モード及びクロック動作モードの切り替えを行います。 
ＣＰＵ動作モードを切り替えます クロック動作モードを切り替えます 

MD2 
SW3C 

MD1 
SW3B 

MD0 
SW3A MD[2..0] 動作モード MD5

SW3F
MD4

SW3E
MD3

SW3D MD[5..3] 動作モード 

ON ON ON 000 モード０ ON ON ON 000 モード０

ON ON OFF 001 モード１ ON ON OFF 001 モード１

ON OFF ON 010 モード２ ON OFF ON 010 モード２

ON OFF OFF 011 モード３ ON OFF OFF 011 モード３

OFF ON ON 100 モード４ OFF ON ON 100 モード４

OFF ON OFF 101 － OFF ON OFF 101 モード５

OFF OFF ON 110 － OFF OFF ON 110 モード６

MD0 
MD1 
MD2 

OFF OFF OFF 111 － 

MD3
MD4
MD5

OFF OFF OFF 111 モード７

出荷時設定 
 
＜CPU 動作モード＞ 

動作 モード名 内蔵 FWE MD２ ＭＤ１ ＭＤ０ CS0 
モード   ROM 端子 SW3-3 SW3-2 SW3-1 バス幅

0 シングルチップモード 有効 0 ON ON ON － 
1 MCU モード１ 有効 0 ON ON OFF 8/16/32
2 MCU モード２ 無効 0 ON OFF ON 32 
3 MCU モード３ 無効 0 ON OFF OFF 16 
4 MCU モード４ 無効 0 OFF ON ON 8 

Ｆ0 ユーザプログラムモード 有効 1 ON ON ON － 
Ｆ1 （シングルチップモード） 有効 1 ON ON OFF 8/16/32
Ｆ2 ブートモード 有効 1 ON OFF ON － 
Ｆ3 （シングルチップモード） 有効 1 ON OFF OFF 8/16/32
Ｆ7 PROM モード 有効 0/1 OFF OFF OFF － 

注意！ 
AVCC をコネクタに供給せず、ジャンパ

ピンをオープンにして使用すると、ＣＰ

Ｕを破損する場合があります。 

ショート

J10 

Ｊ４

 ＤＣ＋５Ｖ入力 3 2 1 2 1

オープン

注意！クロック動作モード

をモード３でご利用の場合、外部

バスクロックが許容範囲を超え

ますので、モード３ご利用の場合

は、クロックを交換して下さい。

ON

MD0
1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5

3 2 1 2 1 

J10 
オープン

Ｊ６ 

ＤＣ＋３Ｖ入力 オープン

Ｊ１３ オープン

J13 
AVCC 

Ｊ９の１３ピンに
ＡＶＣＣを供給

Ｊ１３ ショート 

J13 
AVCC 
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メモリマップ 

フラッシュメモリ 
フラッシュメモリ１２８KB１個を実装しています。SolutionEngine
ボードのＣＳ１エリアと同一アドレスに割り付けられ、切り替えは、

ジャンパピン J11 によって行います。 
1Mbit（128k×8bit） 
型名：LE28CW1001ATS-15（Ｓａｎｙｏ製） 
※本ボード上のアドレス 
H’4000000 
 

H’401FFFF 

フラッシュメモリ 

H’4020000~H’7FFFFFF までイメージエリア 

ＳＲＡＭ 
バックアップ可能なＳＲＡＭを５１２KB２個を実装しています。

SolutionEngine ボードのＣＳ２エリアと同一アドレスに割り付けら

れ、切り替えは、ジャンパピン J12 によって行います。 
4Mbit（256k×16bit）×2 
型名：HM62W16255HTT-15（Hitachi 製） 
※本ボード上のアドレス 
H’8000000 
 

H’80FFFFF 

SRAM 

H’8100000~H’BFFFFFF までイメージエリア 
 

リアルタイムクロック 
バックアップ可能なリアルタイムクロック 1 個を

実装しています。SolutionEngine ボードのＣＳ

３エリアと同一アドレスに割り付けられ、切り替

えは、ジャンパピン J24 によって行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FlashMemory・SRAM・RTC を利用する 

メモリのアクセスタイムとウエイト 
 
 
 
 
   

 

バスコントローラの設定 
ＣＰＵボード上の FlashMemory・SRAM・RTC
を使用する際はバスコントローラ関連のレジス

タをユーザープログラムで設定する必要があ

ります。右記バスコントローラ関連レジスタの

設定値を参照の上、ユーザープログラムの必

要個所に設定して下さい。 

外部バスクロック 29.4912MHｚ 

フラッシュメモリ CS1
----------------

使用 
U7 

アクセスタイム 150ns ５ステートアクセス

SRAM CS2
----------------

使用 
U6,U9 

アクセスタイム 15ns ２ステートアクセス

RTC CS3
----------------

使用 
U12 

アクセスタイム 295ns ９ステートアクセス

書込み用サンプルソフト 
付属ＦＤにフラッシュメモリ書込み用参考ソフト・SRAM
書込み用参考ソフトが付属しています 

 
※ファイル名が同一ですので取り扱いにご留意下さい

リアルタイムクロック 型名：RS5C62 
Address BANK０（BANK=０） BANK1（BANK=1） 
H’C000000 １秒カウンタ 定周期割り込みセレクトレジスタ

H’C000001 １０秒カウンタ アジャストレジスタ 
H’C000002 １分カウンタ アラーム１分レジスタ 
H’C000003 １０分カウンタ アラーム１０分レジスタ 
H’C000004 １時カウンタ アラーム１時レジスタ 
H’C000005 １０時カウンタ アラーム１０時レジスタ 
H’C000006 曜日カウンタ － 
H’C000007 １日カウンタ － 
H’C000008 １０日カウンタ － 
H’C000009 １月カウンタ － 
H’C00000A １０月カウンタ １２／２４セレクトレジスタ 
H’C00000B １年カウンタ うるう年レジスタ 
H’C00000C １０年カウンタ タイマクロックセレクトレジスタ 
H’C00000D 制御レジスタ１ 制御レジスタ１ 
H’C00000E 制御レジスタ２ 制御レジスタ２ 
H’C00000F 制御レジスタ３ 制御レジスタ３ 
 

バスコントローラ 名称 アドレス 設定値

Ｈ１（ＰＡＣＲＨ１） H’FFFF1208 H’0005

Ｈ２（ＰＡＣＲＨ２） H’FFFF120A H’5511
ポートＡ 

コントロールレジスタ
Ｌ１（ＰＡＣＲＬ１） H’FFFF120C H’5500

Ｈ１（ＰＣＣＲＨ１） H’FFFF1228 H’0005

Ｈ２（ＰＣＣＲＨ２） H’FFFF122A H’5555

Ｌ１（ＰＣＣＲＬ１） H’FFFF122C H’5555

ポートＣ 

コントロールレジスタ

Ｌ２（ＰＣＣＲＬ２） H’FFFF122E H’5555

Ｈ１（ＰＤＣＲＨ１） H’FFFF1238 H’5555

Ｈ２（ＰＤＣＲＨ２） H’FFFF123A H’5555

Ｌ１（ＰＤＣＲＬ１） H’FFFF123C H’5555

ポートＤ 

コントロールレジスタ

Ｌ２（ＰＤＣＲＬ２） H’FFFF123E H’5555

（エリア１用） H’FFFF0C12 H’0200

（エリア２用） H’FFFF0C14 H’0600
エリアコントロール 

レジスタ１ 
（エリア３用） H’FFFF0C16 H’0200

（エリア１用） H’FFFF0C32 H’3FFE

（エリア２用） H’FFFF0C34 H’0FFE
ウェイトコントロール 

レジスタ 
（エリア３用） H’FFFF0C36 H’7FFE
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TopAddress：000000 
EndAddress：001000 
： 

転送正常終了

MONITOR.MOT の使用方法 
前項バスコントローラのレジスタ設定値で初期化されたデバッ

グモニタプログラム「monitor.mot」が、出荷時にＣＰＵ内蔵 ROM

へ書込まれております。モニタとの通信には、ＣＨ０（Ｊ２）とＰＣ

のＣＯＭポートをクロスケーブルで接続し、ハイパーターミナル

等の通信ソフトで右設定でのデバッグが可能です。以下

Windows 標準添付「HyperTerminal」を例にご利用方法をご説

明します。 
尚、転送プログラムについてはＦＤ内に収録されております参考ソフト「FLASH」の「demo.c」内の記述をご参照下さい。 

操作手順の例 －ファイル転送－ 
①HSB7065SE の J2 を RS232C クロスケーブルでＰＣのシ

リアルポートへ接続し、HyperTerminal を起動します。 
画面左下プルアップメニュー「スタート」から「プログラム」→「アク

セサリ」→「通信ソフト」→「HyperTerminal」を選択、起動します。 
②HSB7065SE ボード上のジャンパ・スイッチを必要な設定

にし、ＣＰＵボードへ電源を投入します。 
ベースボードをご利用になる設定では SRAM・Flash Memory・J2
が使用できませんので、ジャンパは全てベースボードを使用しな

い側のショートをお勧めします。（通信はベースボード側でも可能

ですので、ご利用の内容に応じて適宜設定下さい） 
スイッチでの動作モード選択は内蔵ＲＯＭ有効拡張モードの設定

が必要ですので、モード 1 でご利用下さい。 
 

 

③ＣＰＵ内蔵ＲＯＭに書込み済みのモニタが起動し、HyperTerminal 上に起動タイトルが表示された後、「：」を表示します。 
「：」は HyperTerminal の待ち受け状態で、コマンド入力が可能です。 

④コマンド「Ｌ」を入力して Enter を押し、メニューバー「転送」から「テキストファイルの

送信」を選択します。転送を正常終了時は右のようなアドレスカウンタが表示され、

再び「：」の待ち受け状態となります。 
 Ｌ Enter 入力後モニタ画面には何も表示が出ませんのでご注意下さい。そのままメニュー選択を行なって下さい。 

ヘルプの利用方法 
「：」待ち受け状態時に「？」を入力し

Enter を押すと、右のようなコマンド一

覧が表示されます。 
同様に「：」待ち受け状態時にコマンドと

「？」を入力し Enter を押すと、そのコマ

ンドについてのヘルプが表示されます。 

各コマンド概略 
 D メモリの表示 
 F  データの書込み 
 G  実行 
 L  ユーザプログラムのロード 
 M  メモリ内容の表示変更 
 

: d ? 
 Displays memory contents. 
      D <address1> [<address2>] [;<size>] [RET] 
   <address1>  : dump area start address 
   <address2>  : dump area end address 
   <size> : B  -- byte 
                W -- word 
              L -- long word 
: f ? 
 Fills specified memory range with data. 
      F <address1> <address2> <data> [RET] 
   <address1>  : filling area start address 
   <address2>  : filling area end address 
   <data>      : filling byte data 

動作 モード名 内蔵 FWE MD２ ＭＤ１ ＭＤ０ CS0
モード   ROM 端子 SW3-3 SW3-2 SW3-1 バス幅

0 シングルチップモード 有効 0 ON ON ON － 
1 MCU モード１ 有効 0 ON ON OFF 8/16/32
2 MCU モード２ 無効 0 ON OFF ON 32 
3 MCU モード３ 無効 0 ON OFF OFF 16 
4 MCU モード４ 無効 0 OFF ON ON 8 

＜通信ソフト側の設定＞ 

転送レート 9600bps 
データビット ８ ビット 
パリティ なし 
ストップビット １ 
フロー制御 Xon/Xoff 

信号名 ジャンパ  
1-2 番ショート J8 拡張ｺﾈｸﾀへ ＴＸＤ0

ＲＸＤ0 J14・J15
2-3 番ショート J2 を RS232C として使用

1-2 番ショート J8 拡張ｺﾈｸﾀへ ＴＸＤ1
ＲＸＤ1 J16・J17

2-3 番ショート J3 を RS232C として使用

1-2 番ショート ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞで使用時 *CS1 Ｊ26 
2-3 番ショート U7 FlashMemory 使用 
1-2 番ショート ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞで使用 *CS2 Ｊ25 
2-3 番ショート U6･U9 SRAM 使用 
1-2 番ショート ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞで使用 *CS3 Ｊ27 
2-3 番ショート U12 RTC 

SH7065 Series SuperH RISC engine Monitor Ver. 
 Copyright (C) Hokuto denshi Co,Ltd. 2000 
  
:  ←待ち受け状態 

MONITOR.MOT 起動タイトル

： d？ Enter 
 
 Displays memory contents. 
      D <address1> [<address2>] [;<size>] [RET]
   <address1> : dump area start address 
   <address2> : dump area end   address 
   <size>     : B -- byte 

W d

：？ Enter 
 
Monitor Vector  00000000  -  000000FF 
 Monitor ROM     00000400  -  00001B06 
 Monitor RAM     FFFFA000  -  FFFFA0D7
 User    Vector  08000000  -  080000FF 
 D  : Displays memory contents. 
 F  : Fills specified memory range with

ヘルプ「コマンドリスト」 ヘルプ「コマンド詳細」

: ? 
 Monitor Vector  00000000 -  000000FF
 Monitor ROM 00000400 -  00001B06
 Monitor RAM FFFFA000 -  FFFFA0D7
 User Vector  08000000 -  080000FF

メモリのアドレスが表示されます

: g? 
 Executes real-time emulation. 
      G [<address>] [RET] 
: l ? 
 Loads user program into memory from host system.
      L [<file name>] [RET] 
   <file name> : user program file name 
: m ? 
 Changes memory contents. 
      M <address> [;<size>] [RET] 
   <address>  : memory address 
   <size>     :  B  -- byte 
                 W -- word 
                 L -- long word 
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コネクタ信号表・コネクタ型名 

Ｊ１ ＣＰＵ拡張バス（140P） 
Ｂ列 

 Ａ列 

Ｎｏ 信号名 Ｎｏ 信号名 

１ GND 

 

１ GND 

２ GND  ２ ＣＫ 

３ GND  ３ GND 

４ ＰＤ１／Ｄ１  ４ ＰＤ０／Ｄ０ 

５ ＰＤ３／Ｄ３  ５ ＰＤ２／Ｄ２ 

６ ＰＤ５／Ｄ５  ６ ＰＤ４／Ｄ４ 

７ ＰＤ７／Ｄ７  ７ ＰＤ６／Ｄ６ 

８ GND  ８ GND 

９ ＰＤ９／Ｄ９／ＴＩＯＣ１Ｂ  ９ ＰＤ８／Ｄ８／ＴＩＯＣ１Ａ 

１０ ＰＤ１１／Ｄ１１／ＴＩＯＣ２Ｂ  １０ ＰＤ１０／Ｄ１０／ＴＩＯＣ２Ａ 

１１ ＰＤ１３／Ｄ１３／ＴＩＯＣ４Ｂ  １１ ＰＤ１２／Ｄ１２／ＴＩＯＣ４Ａ 

１２ ＰＤ１５／Ｄ１５／ＴＩＯＣ５Ｂ  １２ ＰＤ１４／Ｄ１４／ＴＩＯＣ５Ａ 

１３ GND  １３ GND 

１４ ＰＤ１７／Ｄ１７／ＰＯＥ１
＿＿＿＿＿＿

／ＡＤＴＲＧ
＿＿＿＿＿＿＿＿

  １４ ＰＤ１６／Ｄ１６／ＰＯＥ０
＿＿＿＿＿＿

 

１５ ＰＤ１９／Ｄ１９／ＰＯＥ３
＿＿＿＿＿＿

／ＩＲＱ５
＿＿＿＿＿

  １５ ＰＤ１８／Ｄ１８／ＰＯＥ２
＿＿＿＿＿＿

／ＩＲＱ４
＿＿＿＿＿

 

１６ ＰＤ２１／Ｄ２１／ＰＶＯＡ／ＩＲＱ７
＿＿＿＿＿

  １６ ＰＤ２０／Ｄ２０／ＰＵＯＡ／ＩＲＱ６
＿＿＿＿＿

 

１７ ＰＤ２３／Ｄ２３／ＰＣＯ／ＰＣＩ／ＳＣＫ１  １７ ＰＤ２２／Ｄ２２／ＰＷＯＡ／ＳＣＫ０ 

１８ GND  １８ GND 

１９ ＰＤ２５／Ｄ２５／ＰＶＯＢ  １９ ＰＤ２４／Ｄ２４／ＰＵＯＢ 
２０ ＰＤ２７／Ｄ２７／ＴＣＬＫＡ／ＴＩＯＣ３Ｃ  ２０ ＰＤ２６／Ｄ２６／ＰＷＯＢ 
２１ ＰＤ２９／Ｄ２９／ＳＣＫ２／ＴＩＯＣ４Ａ  ２１ ＰＤ２８／Ｄ２８／ＴＣＬＫＢ／ＴＩＯＣ３Ｄ 
２２ ＰＤ３１／Ｄ３１／ＲＸＤ２／ＴＩＯＣ５Ａ  ２２ ＰＤ３０／Ｄ３０／ＴＸＤ２／ＴＩＯＣ４Ｂ 
２３ ＶＣＣ  ２３ ＶＣＣ 

２４ ＶＣＣ  ２４ ＶＣＣ 

２５ ＶＣＣ  ２５ NC 

２６ ＰＣ１／Ａ１  ２６ ＰＣ０／Ａ０ 

２７ ＰＣ３／Ａ３  ２７ ＰＣ２／Ａ２ 

２８ ＰＣ５／Ａ５  ２８ ＰＣ４／Ａ４ 

２９ ＰＣ７／Ａ７  ２９ ＰＣ６／Ａ６ 

３０ GND  ３０ GND 

３１ ＰＣ９／Ａ９  ３１ ＰＣ８／Ａ８ 

３２ ＰＣ１１／Ａ１１  ３２ ＰＣ１０／Ａ１０ 

３３ ＰＣ１３／Ａ１３  ３３ ＰＣ１２／Ａ１２ 

３４ ＰＣ１５／Ａ１５／ＴＩＯＣ３Ｄ  ３４ ＰＣ１４／Ａ１４／ＴＩＯＣ３Ｃ 

３５ GND  ３５ GND 

３６ ＰＣ１７／Ａ１７／ＴＩＯＣ３Ｂ  ３６ ＰＣ１６／Ａ１６／ＴＩＯＣ３Ａ 

３７ ＰＣ１９／Ａ１９／ＴＩＯＣ４Ｂ  ３７ ＰＣ１８／Ａ１８／ＴＩＯＣ４Ａ 

３８ ＰＣ２１／Ａ２１／ＴＩＯＣ５Ｂ  ３８ ＰＣ２０／Ａ２０／ＴＩＯＣ５Ａ 

３９ ＰＣ２３／Ａ２３／ＴＩＯＣ１Ｂ／ＴＣＬＫＢ  ３９ ＰＣ２２／Ａ２２／ＴＩＯＣ１Ａ／ＴＣＬＫＡ 

４０ ＰＣ２５／Ａ２５／ＴＩＯＣ３Ｂ／ＴＣＬＫＤ  ４０ ＰＣ２４／Ａ２４／ＴＩＯＣ３Ａ／ＴＣＬＫＣ 

４１ GND  ４１ GND 

４２ ＰＦ５／ＤＡＣＫ１
＿＿＿＿＿＿＿＿

／ＲＸＤ１／ＴＩＯＣ２Ｂ  ４２ ＰＦ１／ＤＡＣＫ０
＿＿＿＿＿＿＿＿

／ＴＩＯＣ０Ｂ 

４３ ＰＦ７／ＤＲＥＱ１
＿＿＿＿＿＿＿＿

／ＩＲＱＯＵＴ
＿＿＿＿＿＿＿＿

／ＴＩＯＣ０Ｄ  ４３ ＰＦ３／ＤＲＥＱ０
＿＿＿＿＿＿＿＿

／ＴＩＯＣ０Ａ 

４４ GND  ４４ GND 

４５ ＰＡ２１／ＣＳ１
＿＿＿＿＿

  ４５ ＰＡ２０／ＣＳ０
＿＿＿＿＿

 

４６ ＰＡ２３／ＣＳ３
＿＿＿＿＿

  ４６ ＰＡ２２／ＣＳ２
＿＿＿＿＿

 

４７ ＰＡ２５／ＣＳ５
＿＿＿＿＿

  ４７ ＰＡ２４／ＣＳ４
＿＿＿＿＿

 

４８ プルアップ  ４８ プルアップ 

４９ GND  ４９ GND 

５０ ＰＡ１９／ＢＳ
＿＿＿

  ５０ ＰＡ１８／ＲＤ
＿＿＿

 

５１ GND  ５１ GND 

５２ ＰＡ１４／ＷＲＬＨ
＿＿＿＿＿＿＿

／ＬＨＢＳ
＿＿＿＿＿＿

  ５２ ＰＡ１３／ＷＲＬＬ
＿＿＿＿＿＿

／ＬＬＢＳ
＿＿＿＿＿＿

 

５３ ＰＡ１６／ＷＲＨＨ
＿＿＿＿＿＿＿

／ＨＨＢＳ
＿＿＿＿＿＿＿

／ＴＣＬＫＣ／ＴＩＯＣ３Ａ  ５３ ＰＡ１５／ＷＲＨＬ
＿＿＿＿＿＿＿

／ＨＬＢＳ
＿＿＿＿＿＿

／ＴＣＬＫＤ／ＴＩＯＣ３Ｂ

５４ GND  ５４ GND 

５５ ＷＡＩＴ０
＿＿＿＿＿＿＿

（ＬＶ２１Ａ）  ５５ ＷＡＩＴ１
＿＿＿＿＿＿＿

（ＬＶ２１Ａ） 

５６ ＷＡＩＴ２
＿＿＿＿＿＿＿

（ＬＶ２１Ａ）  ５６ ＷＡＩＴ３
＿＿＿＿＿＿＿

（ＬＶ２１Ａ） 

５７ GND  ５７ GND 

５８ ＰＥ１７／ＩＲＱ１
＿＿＿＿＿

／ＰＵＯＡ／ＳＣＫ０  ５８ ＰＥ１６／ＩＲＱ０
＿＿＿＿＿

／ＳＣＫ１／ＡＨ
＿＿＿

 

５９ ＰＥ１９／ＩＲＱ３
＿＿＿＿＿

／ＰＷＯＡ  ５９ ＰＥ１８／ＩＲＱ２
＿＿＿＿＿

／ＰＶＯＡ 

６０ ＰＥ２１／ＩＲＱ５
＿＿＿＿＿

／ＰＵＯＢ  ６０ ＰＥ２０／ＩＲＱ４
＿＿＿＿＿

／ＰＣＯ／ＰＣＩ 

６１ ＰＥ２３／ＩＲＱ７
＿＿＿＿＿

／ＰＷＯＢ  ６１ ＰＥ２２／ＩＲＱ６
＿＿＿＿＿

／ＰＶＯＢ 

６２ ＋５Ｖ  ６２ ＋５Ｖ 

６３ ＋５Ｖ  ６３ ＋５Ｖ 

６４ ＋５Ｖ  ６４ NC 

６５ ＋５Ｖ  ６５ ＲＥＳ
＿＿＿＿＿

 

６６ ＋５Ｖ  ６６ ＋５Ｖ 

６７ GND  ６７ ＋５Ｖ 

６８ ＶＣＣ  ６８ NC 

６９ GND  ６９ NC 

７０ Ｕ３－１０  ７０ NC 

 
《重要》ピンＮｏの位置は基板配置図に指示があります 

注意！  
Ｊ １ ０ を シ ョ ー ト し た 状 態 で

DC+5V 及び DC+3.3V の双

方を入力するとボードを破損

します ※「電源入力につい

て」をご参照下さい 

Ｊ２ ＲＳ２３２Ｃ Ｉ／Ｆ（９Ｐ） 
No 信号名 信号の方向

1 ＤＣＤ ＩＮ※ 
2 ＲＸＤ ＩＮ 
3 ＴＸＤ OUT 
4 ＤＴＲ  
5 ＧＮＤ  
6 ＤＳＲ  
7 ＲＴＳ OUT 
8 ＣＴＳ ＩＮ※ 
9 ＲＩ ＩＮ 

※未使用の場合、必要に応じて配線可（回路図参照）

Ｊ３ ＲＳ２３２Ｃ Ｉ／Ｆ（９Ｐ） 
No 信号名 信号の方向

1 ＤＣＤ  
2 ＲＸＤ ＩＮ 
3 ＴＸＤ OUT 
4 ＤＴＲ  
5 ＧＮＤ  
6 ＤＳＲ  
7 ＲＴＳ  
8 ＣＴＳ  
9 ＲＩ  

 
Ｊ５ Ｆ-ＺＴＡＴ Ｉ／Ｆ（２０Ｐ） 

信号名 No 信号名

RES
-----------------------

 1 2 GND 
FWE 3 4 GND 
MD1 5 6 GND 
MD2 7 8 GND 

NC 9 10 GND 
NC 11 12 GND 
NC 13 14 GND 

TXD2 15 16 GND 
RXD2 17 18 NC 
SCK2 19 20 Vcc 

※弊社オンボードプログラマ等にて 
ご利用戴ける内蔵 ROM 書込み 
インターフェースです 
 

 
 
 
 
 
 

Ｊ４ ＤＣ5V 電源入力（３Ｐ） 
1. ＧＮＤ 

 

2. NC 
 

3. ＋５Ｖ 

Ｊ６ ＤＣ3.3V 電源入力（２Ｐ） 
1. ＧＮＤ 

 

2. NC 
 

 

１９Ｐ              １Ｐ 

２０Ｐ              ２Ｐ 
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Ｊ７ ＣＰＵ拡張バス（60P） Ｊ８ ＣＰＵ拡張バス（50P） 
信号名 No No 信号名 信号名 No No 信号名 

GND 1 2 GND 
 GND 1 2 GND 

PC19/A19/TIOC4B 3 4 PC18/A18/TIOC4A 
 PB23(J17) 3 4 PB22(J16) 

PC17/A17/TIOC3B 5 6 PC16/A16/TIOC3A 
 PB19(J15) 5 6 PB18(J14) 

PC15/A15/TIOC3D 7 8 PC14/A14/TIOC3C 
 

PB17/ＣＡＳＬＨ０
＿＿＿＿＿＿＿＿＿

7 8 PB16/ＣＡＳＬＬ０
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

 
PC13/A13 9 10 PC12/A12 

 PB13/RDWR 9 10 PB20/ＣＡＳＬＬ１
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

 
PC11/A11 11 12 PC10/A10 

 
PB21/ＣＡＳＬＨ１

＿＿＿＿＿＿＿＿＿

11 12 PA8/ＲＡＳ０
＿＿＿＿＿＿

 
PC9/A9 13 14 PC8/A8 

 
PA9/ＲＡＳ１

＿＿＿＿＿＿

13 14 PA17/ＷＲ
＿＿＿＿

 
PC7/A7 15 16 PC6/A6 

 
ＺＲＥＳ

＿＿＿＿＿

15 16 PE23/ＩＲＱ７
＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PWOB 
PC5/A5 17 18 PC4/A4 

 
PE22/ＩＲＱ６

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PVOB 17 18 PE21/ＩＲＱ５
＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PUOB 
PC3/A3 19 20 PC2/A2 

 
PE20/ＩＲＱ４

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PCO/PCI 19 20 PE19/ＩＲＱ３
＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PWOA 
PC1/A1 21 22 PC0/A0 

 
PE18/ＩＲＱ２

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PVOA 21 22 PE17/ＩＲＱ１
＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/PUOA/SCK0 
PD31/D31/RXD2/TIOC5A 23 24 PD30/D30/TXD2/TIOC4B

 
PE16/ＩＲＱ０

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/SCK1/ＡＨ
＿ ＿ ＿

23 24 ＷＡＩＴ１
＿＿＿＿＿＿＿

(LV21A) 
PD29/D29/SCK2/TIOC4A 25 26 PD28/D28/TCLKB/TIOC3D

 
PA16/ＷＲＨＨ

＿＿＿＿＿＿＿

/ＨＨＢＳ
＿＿＿＿＿＿＿

/TCLKC/TIOC3A 25 26 PA15/ＷＲＨＬ
＿＿＿＿＿＿＿

/ＨＬＢＳ
＿＿＿＿＿＿

/TCLKD/TIOC3B

PD27/D27/TCLKA/TIOC3C 27 28 PD26/D26/PWOB 
 

PA14/ＷＲＬＨ
＿＿＿＿＿＿＿

/ＬＨＢＳ
＿＿＿＿＿＿

27 28 PA13/ＷＲＬＬ
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/ＬＬＢＳ
＿＿＿＿＿＿

 
PD25/D25/PVOB 29 30 PD24/D24/PUOB 

 
BSPA19/ＢＳ

＿ ＿ ＿

29 30 PA18/ＲＤ
＿ ＿ ＿

 
PD23/D23/PCO/PCI/SCK1 31 32 PD22/D22/PWOA/SCK0

 
PA25/ＣＳ５

＿＿＿＿＿

31 32 PA24/ＣＳ４
＿＿＿＿＿

 
PD21/D21/PVOA/ＩＲＱ７

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

 33 34 PD20/D20/PUOA/ＩＲＱ６
＿ ＿ ＿ ＿ ＿  

PA23/ＣＳ３
＿＿＿＿＿

33 34 PA22/ＣＳ２
＿＿＿＿＿

 
PD19/D19/ＰＯＥ３

＿＿＿＿＿＿

/ＩＲＱ５
＿ ＿ ＿ ＿ ＿

 35 36 PD18/D18/ＰＯＥ２
＿＿＿＿＿＿

/ＩＲＱ４
＿ ＿ ＿ ＿ ＿  

PA21/ＣＳ１
＿＿＿＿＿

35 36 PA20/ＣＳ０
＿＿＿＿＿

 
PD17/D17/ＰＯＥ１

＿＿＿＿＿＿

/ＡＤＴＲＧ
＿＿＿＿＿＿＿＿

 37 38 PD16/D16/ＰＯＥ０
＿＿＿＿＿＿

 
 

PF3/ＤＲＥＱ０
＿＿＿＿＿＿＿＿

/TIOC0A 37 38 PF7/ＤＲＥＱ１
＿＿＿＿＿＿＿＿

/ＩＲＱＯＵＴ
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/TIOC0D 
PD15/D15/TIOC5B 39 40 PD14/D14/TIOC5A 

 
PF5/ＤＡＣＫ１

＿＿＿＿＿＿＿＿

/RXD1/TIOC2B 39 40 PF1/ＤＡＣＫ０
＿＿＿＿＿＿＿＿

/TIOC0B 
PD13/D13/TIOC4B 41 42 PD12/D12/TIOC4A 

 PC25/A25/TIOC3B/TCLKD 41 42 PC24/A24/TIOC3A/TCLKC 
PD11/D11/TIOC2B 43 44 PD10/D10/TIOC2A 

 PC23/A23/TIOC1B/TCLKB 43 44 PC22/A22/TIOC1A/TCLKA 
PD9/D9/TIOC1B 45 46 PD8/D8/TIOC1A 

 PC21/A21/TIOC5B 45 46 PC20/A20/TIOC5A 
PD7/D7 47 48 PD6/D6 

 VCC 47 48 VCC 
PD5/D5 49 50 PD4/D4 

 GND 49 50 GND 
PD3/D3 51 52 PD2/D2 

     

PD1/D1 53 54 PD0/D0 
     

CK 55 56 NC 
     

VCC 57 58 VCC 
     

GND 59 60 GND 
     

 
Ｊ９ ＣＰＵ拡張バス（40P） 実装コネクタ型名  

信号名 No No 信号名  コネクタ名 極数 型名 メーカ 
GND 1 2 GND  Ｊ１ CPU 拡張バス 140 KX15-140K4D1 JAE 
PE14/ＩＲＱ６

＿＿＿＿＿

 3 4 PE13/ＩＲＱ５
＿＿＿＿＿

  Ｊ２ RS232C ch 0 9 DSUB 9P 規格品 （オス） 

PE12/ＩＲＱ４
＿＿＿＿＿

 5 6 PE15/ＩＲＱ７
＿＿＿＿＿

  Ｊ３ RS232C ch 1 9 DSUB 9P 規格品 （オス） 

PB6/ＢＲＥＱ
＿＿＿＿＿＿

 7 8 PB7/ＢＡＣＫ
＿＿＿＿＿＿

  Ｊ４ DC5V 入力 3 CKO2503-0101 SMK 
PF7/ＤＲＥＱ１

＿＿＿＿＿＿＿＿

/ＩＲＱＯＵＴ
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

/TIOC0D 9 10 NC  Ｊ５ F-ZTAT Ｉ／Ｆ 20 FL20A2MA 沖電線

NC 11 12 GND  Ｊ６ DC3.3V 入力 2 CKO2502-0101 SMK 
AVCC 13 14 GND  Ｊ７ CPU 拡張バス 60 XG4C-6031 オムロン

PI0/AN0 15 16 PI1/AN1  Ｊ８ CPU 拡張バス 50 H310-050P IPI 
PI2/AN2 17 18 PI3/AN3  Ｊ９ CPU 拡張バス 40 H310-040P IPI 
PI4/AN4 19 20 PI5/AN5       
PI6/AN6 21 22 PI7/AN7  ＜適合コネクタ＞ ※J5・J7・J8・J9 は MIL 2.54 ピッチ品です 
GND 23 24 GND  Ｊ１ CPU 拡張バス 140 KX15-140K5D1 JAE 
PH0/DA0 25 26 PH1/DA1  Ｊ２ RS232C ch 0 9 DSUB 9P 規格品 （メス） 
PF2/DRAK0/TIOC0C 27 28 ＷＤＴＯＶＦ

＿＿＿＿＿＿＿＿＿

  Ｊ３ RS232C ch 1 9 DSUB 9P 規格品 （メス） 
PA1/OE1 29 30 PA0/OE0  Ｊ４ DC5V 入力 3 W-A3203-2B#01 SMK 
SCK2(LV4066) 31 32 TXD2(LV4066)  Ｊ５ F-ZTAT Ｉ／Ｆ 20 FL20A2FO 沖電線

CKIO 33 34 RXD2(LV4066)  Ｊ６ DC3.3V 入力 2 W-A3202-2B#01 SMK 
ＨＳＴＢＹ
＿＿＿＿＿＿＿

 35 36 NMI  Ｊ７ CPU 拡張バス 60 XG4M-6030 他  
VCC 37 38 VCC  Ｊ８ CPU 拡張バス 50 XG4M-5030 他  
GND 39 40 GND  Ｊ９ CPU 拡張バス 40 XG4M-4030 他  

《重要》 ピンＮｏの位置は基板配置図に指示があります。必ずご確認下さい。 

 
最新情報は http://www.hokutodenshi.co.jp で   お問い合わせは、support@hokutodenshi.co.jp へ 
F-ZTATTM は株式会社ルネサステクノロジの商標です。Windows、HyperTerminal はマイクロソフト社の製品です。 
ＳｕｐｅｒＨ Solution Engine は株式会社ルネサステクノロジの登録商標です。 
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